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研究成果の概要（和文）：本研究では，消費者の購買行動プロセスに焦点を当て，購買前と購買後に行う消費者
行動において，どのような外部刺激が購買行動決定に影響をあたえるかについての理論的考察と実証分析を行っ
た．特に，実証実験を通じて，購買前プロセスの探索行動の解明をおこなったことと，消費者間ネットワークで
の情報伝播が消費者間のつながりにどのように影響を与えたかを明らかにすることができた．
さらに，購買行動と価格の関係，口コミサイトにおける情報発信のパターンなどを分析し，消費者が購買決定要
因を多面的に評価した．

研究成果の概要（英文）：In this study, we focus on consumer behavior process and conduct theoretical
 and empirical analysis on what external stimuli influence to purchase behavior decision in the 
consumer behavior pre- and post-purchase. In particular, through some experiments, we were able to 
clarify the exploratory behavior of the pre-purchase process and how information transmission in the
 consumer network affected the connection between consumers.
Furthermore, by analyzing the relationship between purchasing behavior and the prices, the pattern 
of information transmission on word-of-mouth sites, etc., consumers evaluated the purchasing 
deciding factors from multiple perspectives.

研究分野：マーケティング

キーワード： 購買行動　過渡状態　外部刺激　探索行動　消費者間ネットワーク

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的成果としては，インターネットが普及以降，購買行動が変容し，特に情報の利用方法が大きく変
わったことに関して，購買前と購買後の消費者の情報受発信行動に焦点をあて情報の種類やパターンにより購買
に対してどのように影響が異なるのかを研究した点にある．
社会的意義としては，企業や小売店が消費者への適切なプロモーションやコミュニケーションをどのように進め
るべきかについての有用な情報が発信できた点にある．特に，店舗づくりやプロモーション方法は以前と比べて
大きく様変わりしつつあり，現代の市場においてどのような情報発信やコミュにケーションが求められるかの知
見を得られたことは社会的な意義である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) インターネットの普及は，消費者の購買行動の変化をもたらしたといわれる．消費者購買
プロセスは，従来は消費者のローランド・ホールの提唱した AIDMA（Attention, Interest, Desire, 
Memory, Action）モデルのように，メーカーや小売店から発信された情報を消費者が受け取るこ
とによって購買意欲や欲求が高まるといったプロセスが考えられていた．しかし，インターネッ
トの登場は，消費者自身の情報検索範囲を広げ身近なものにしただけではなく，購入後の商品評
価の発信や消費者間ネットワークの構築による情報共有をも容易にした．こうした社会的変化
もあり，購買プロセスモデルについては電通が提唱した AISAS のような消費者が能動的に情報
検索・選択をすることを念頭に置いたモデルが示されるようになってきた．また，スマートフォ
ンの登場により，インターネットは生活全般で近接したものになり，さらにそのプロセスは変化
していると考えられる． 
 
(2) ビッグデータの登場は，こうした消費者行動理論の実証に役立つと考えられるが，計算機
環境や分析モデルについては発展途上の部分もあり，いまだ十分な検証は行えておらず，どのよ
うな形式の情報や外部刺激が消費者の購買マインドに影響を与えているか，また，実際の購買行
動を変化させているかについては明らかになっていない部分も多くある． 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では，以上のような状況を前提として，消費者の購買プロセスのうち，購買を中心
としたその前後の購買過程における消費者の行動，態度の他外部刺激に関するデータを用い，学
部刺激が消費者の態度の変化やその後の行動に与える影響を明らかにすることを目的とした． 
 
(2) 本研究の学術的独自性としては，複数の業態や市場を対象として，それらの違いの評価や，
共通要素を論じたことである．特に，EC (Electronic Commerce) と実店舗という複数の販売チ
ャネル，日用品と耐久消費財のような購買行動やニーズの強度が明らかに異なる商品カテゴリ
を対象とした広範囲の分析を行った．複数のデータ源のデータを複合的に統合し分析に利用す
ることで，購買プロセスにおける外部刺激の影響を多面的に捉えようというのが本研究の独自
性と創造性である． 
 
３．研究の方法 
(1) 理論的考察については，関連論文のレビューやケーススタディ，専門家や実務家との議論
をもとに行い，消費者の購買過渡状態に関する様々な仮説設定を行った． 
 
(2) 実証研究としては，いくつかの企業に協力を仰ぎ，企業が保有する実際の購買履歴などの
データを提供いただき，分析の対象とした．EC，広告，実店舗チェーンなどからの提供を受けた．
また，実験データとして実店舗を経営する企業に協力いただき，店舗内の顧客移動データを実験
的に取得した．さらに，口コミデータについては必要に応じてウェブスクレイピングを行い収集
したデータを用いた． 
 
(3) 実際の分析方法としては，多次元集計，統計的検定，多変量解析，機械学習，データマイ
ニング手法，深層学習をデータや分析目的に合わせて取捨選択し，必要に応じてアルゴリズムの
改良を重ねながら適用し，マーケティング，消費者行動研究上重要な知見を複数得ている． 
 
４．研究成果 
(1) EC における優良顧客の購買行動の分析 
本研究では特に EC 上の購買行動について，優良顧客と一般顧客の判別を日常のアクセス行動
から行う分析モデルを用いた知識発見を行った．  
 
(2)ソーシャルメディアを対象とした消費者ネットワーク構造の比較 
 ファッションブランドを取り上げ，対象ブランドの twitter 上のツイート・リツイートデータ
から，ネットワーク分析を介した消費者ネットワークの構造比較を行っている．ターゲットは近
いと想定される複数のファッションブランドを取り上げたが，ブランドによってコミュニティ
の構造が大きく異なることが実証された．ブランドによって公式アカウントの役割や情報発信
のコンテンツによってフォロアーの構造が異なることが示唆された． 
 
(3) 口コミデータからの事後評価分析 
 ウェブスクレイピングおよび国立情報学研究所提供の楽天データセットなどを用いて口コミ
サイトや商品サイトの消費者口コミデータからの知識獲得を行った．用いたデータは旅館・ホテ
ル，ならびにクッキングレシピに関するデータである． 
 旅館・ホテルに関しては，当該旅館・ホテルのレイティングのデータを教師データとした回帰



モデルによる分析を行った．前処理として単語の抽出を行い，レイティングへの影響を確かめた． 
 クッキングレシピにおいては同時に投稿されている画像データについても用い，テキストデ
ータと併用したマルチモーダルモデル（図 1）による他者のレシピ試行があるかどうかの推定を
行った．口コミデータに加えて画像などの周辺情報を用いる方が汎化能力の高い高精度予測が
できる可能性を示した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 提案したマルチ モーダルモデル 
 
(4) アイトラッキングデータを用いた購入候補商品の比較分析 
 本研究では，アイトラッキングデバイスを用いて店内行動と視線データを取得し，どのような
商品に同時に興味を持つかについて明らかにした．事前・事後に購買意向や商品評価のアンケー
トを行う，実験協力者の嗜好の分類を行った．当該ファッションにはバッグやアクセサリーなど
複数のカテゴリがあり，各棚にディスプレイされている．棚同士の関連を評価した結果，同時に
見られるカテゴリの組合せを発見することができたことと，購買目的（自身目的の購買か，他者
プレゼント目的であるのか）によって探索行動が大きく異なることが実証された． 
 
(5) サービス業における物販商品購買分析 
 ヘアサロンを対象に，ヘアサロンにおける商品購買（ヘアケア・インバス製品の購買）にいた
る顧客の過去の来店行動を評価した．本分析においては，来店と商品購入を同時に分するために，
来店間隔を指数分布，購買生起がロジスティック分布に従う同時モデルを提案した．また，顧客
の多様性を考慮するために階層ベイズモデルによるパラメータ推定を行ったが，商品特性の違
いも考慮するために，商品カテゴリを分けて分析した．  
シャンプーのような毎日入浴で用いる商品カテゴリとスタイリングのようなアウトバス商品
カテゴリでは，前回での来店時行動に大きな差があり，スタイリングのように比較的安価な商品
が新規購入に向いていることが実証分析を通しても確認することができた（表 1）． 
 

表 1 来店間隔に関する推定パラメータ 
 

 
 
 
 
 
 

表 2 購買生起に関する推定パラメータ 
 
 
 
 
 
 

 
(6) インターネット広告の反応分析 
 本研究ではインターネット広告配信の結果から，広告反応に関する分類を行った．分析手法は
dynamic time warp (dtw) であり，広告反応確率の時系列パターンについて，その増減の時期を
伸縮させながら，類似パターンをクラスタリングする方法である． 
 分析の結果，広告投入からの反応のパターンが複数あり，それぞれの認知率の変化に応じた広
告戦略の見直しが必要な場合があるという知見を得た． 
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